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     CASES FROM THE JAPANESE LITERATURE
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    Three cases of metastatic renal tumor are reported. The first case was of a 61-year-old 
man, who had a Miles' operation for rectal adenocarcinoma 30 months before, and suffered 
from high fever and right flank pain. Right nephrectomy was carried out and the kidney 
was found to contain an adenocarcinoma identical to the one previously removed from the 
rectum. He died 1 year after nephrectomy. The second case was of a 35-year-old man, who 
had undergone left pneumonectomy for u squamous cell carcinoma of the bronchus. One 
month later, he was readmitted with cloudiness of consciousness and high fever. Investigations 
revealed right kidney, adrenal gland and brain malignancies, and which were ectomized to-
tally. On pathological examination all ectomized tissues were metastatic squamous cell 
carcinoma. He died 1 month after the second operation. The third case was of a 48-year-old 
man, who had undergone left pneumonectomy for a squamous cell carcinoma of the bronchus. 
One year after pneumonectomy, abdominal CT showed a left renal tumor. Right nephrectomy 
was performed and pathological examination revealed a metastatic squamous cell carcinoma. 
He is now alive 4 months after nephrectomy without any sign of recurrence. 
   A total of 136 cases of metastatic renal tumors including 38 cases from the ,Japanese li-
terature, are reviewed. 
Key words: Metastatic renal tumor, Lung cancer, Rectal cancer, Prognosis
緒 言
悪性腫瘍の腎転移が生存中に発見されることはまれ
である.しか し近年画1診 断の発達 とともにその報告
例1～9が増加している.今回われわれは,肺癌の腎転
移2例 と直腸癌の腎転移1例 の計3例 を経験 したので
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mg/dl,検尿;酸 性,蛋 白(±),糖(一),沈 渣;赤 血
球5/HPF,白 血 球 多 数,尿 細 胞 診;classI,尿結 核
菌 培養 陰性
X線 学 的 所 見:胸 部X線 に異 常 所 見 を 認 め な い.排
泄 性 腎孟 造 影 で右 無 機 能 腎 を認 め た(Fig.1).
手術 お よび 術 後 経 過:右 膿 腎症 と診 断 し,1979年ll
月19日,右 腎摘 除 術 を 施 行 し た(Fig.2).病理 組 織
診 断 は高 分 化 型 腺 癌 で,直 陽 癌 の転 移 で あ る こ とが 判
明 した(Fig.3A,B).術後 経 過 は 良 好 で,1979年12
月19日に退 院 した.そ の後 外 来 に て経 過 観 察 中,1980
年7月 頃 よ り乏 尿 と な り,7月30日 に 当 科 へ 入 院 し
た.7月31日,左 腎 繧 造 設 術 を 施 行 した が,徐 々に 全
身 状 態 不 良 とな り,11月3日 死 亡 した.剖 検 に て 骨 お







既 往 歴:1980年4月23日,左 肺癌 の診 断 で左 肺 全 摘
術 を施 行 され た.病 理 診 断 は'pT3N・M・,扁平 上 皮 癌
で あ った.
現 病 歴:1980年5月20日,意 識 障 害,発 熱 にて 当 院
脳 外 科 へ 入 院 した.脳 な ら び に腹 部CTscanに て
脳 ・右 腎 ・副 腎 転移 が 疑 わ れ た た め 当科 へ 紹 介 さ れ
た.
現症'意 識 は 傾 眠状 態,体 温38。0℃.栄養 中 等 度.
左 胸部 に 手 術 搬 痕 を認 め る.両 側 腎 は触 知 せ ず,






/dl,検尿;酸 性,蛋 白(±),糖(一),潜 血(一),
尿細 胞 診classI
X線 学 的 所 見:胸 部X線 は 左 肺 全摘 後状 態 で 転 移 巣
は認 め な い.右 腎動 脈 造 影 で は 腫瘍 は 明 らか で な か っ
た.
手 術 お よび 術 後経 過:肺 癌 に よる転 移 性 脳 ・右 腎 ・副
腎 腫瘍 と診 断 し,1980年6月4日,脳 転 移 巣 お よび右
腎 ・副 腎摘 除 術 を 施 行 した(F{g.4).病理 組 織 診 断
は いず れ も扁 平 上皮 癌 であ り,肺 癌 の転 移 で あ る こ と
が 判 明 した(Fig.5A,B).術後意 識 は次 第 に 回 復 し,
頭 部,腹 部 に放 射線 療 法 を 開 始 した.し か し全 身 状態
不 良 と な り,術 後37日の7月ll日 に死 亡 した,剖 検 に
て肝 ・左 腎 。左 副 腎 に転 移 を 認 め た.
症 例3
患 者 ・48歳,男性




















































側 腎 は触 知 せ ず.左 腰 背 部 に圧 痛 を認 め る.
入 院 時 検 査 成 績:検 血RBC467×10^/mm3,wBc
7,600/mm3,Hb13.2g/dl,Ht40.9%,Pl26.9x10A




dl,検尿;酸 性,蛋 白(一),糖(一),沈 渣;赤 血 球
8～10/HPF,白血 球0～1/HPF,尿 細 胞 診classI
X線 学 的 所 見 ・胸 部X線 は 左肺 全摘 後 状 態 で 転 移 巣
は認 め な い.排 泄性 腎 孟造 影 で は 左 腎孟 腎 杯 の 変 形 を
認 め た(Fig.6).腹部CTscanで は 左 腎 に 腎実 質
に くらべenhanceされ な い 腫瘤 と左 腎 門 部 の リ ンパ
節 腫 脹 を 認 め た(Fig.7).左腎 動 脈 造 影 で は 左 腎 上
部 か ら中 部外 套 部 に か け て 血 管 へ の 侵潤 像 が認 め られ
hypovascularpatternをしめ した(Fig.8).
手 術 お よび術 後 経 過:肺 癌 に よ る転移 性 腎腫 瘍 と診
断 し,1985年10月14日,左腎 摘 除 術 お よび リ ンパ 節 郭
清 術 を 施 行 した(Fig.9).病理 組 織 診 断 は 左 腎 お よ
び リンパ 節 の 扁平 上 皮 癌 で あ り,肺 癌 の転 移 で あ るこ
とが判 明 した(Fig.10A,B).術後経 過 は良 好 で,1985
年ll月4日 退 院 した.術 後4ヵ 月 の 現 在 再 発 の 微候
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●■一輌⇔■ 腎 摘 伊墜(n=28)








肺癌の腎転移2例 と直腸癌の腎転移1例 の計3例 を
報告するとともに,本邦報告38例を含む133例の転移
性腎腫瘍の統計的考察を行なった.
稿を終え るに あた り,御 校閲を賜 わりま した恩師 園田孝夫
教授に深甚な る感謝の意を表 します.
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